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目的 生存率や再発率が、診断のための生検と拡大切除までの時間に影響

をうけるか検討する 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究および症例対照研究 
セッティング Scottish Melanoma Group database 
対象者 1979 から 1997 までに全摘生検と拡大切除を受けた 986 人 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 3 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ 22 ） 

介入（要因曝露） 生検から切除までが 14 日未満、15 から 28 日、29 日から 42 日、43
日から 91 日、92 日以上 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 
1 全生存率 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

2 無病生存率 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

3 無再発率 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

切除生検時の平均年齢は 47.4 歳でフォローアップ期間の中央値は 5
年であった。生検から切除までの期間の中央値は 30 日であり、期間

が長いほど高齢で、厚さが薄く、頭頚部病変の割合が増え、表在拡

大型の割合が減り、潰瘍を有していなかった。 
単変量解析では生検から切除までの各期間群間で、全生存率（ｐ＝

0.60）と無病生存率（ｐ＝0.24）の有意差は認められなかった。 
無再発率に関して設定した群の間で有意差が見られた（29 日から 42
日、43 日から 91 日で良好であった ｐ＝0.011）が、年齢・性別・

tumor thickness などを調整すると、全生存率、無病生存率、無再発

率に統計学的に有意な差は見られなかった（ｐ＝0.88、ｐ＝0.44、
ｐ＝0.084）。 

一次研究の 8 項目 

結論 

生存率や再発率が、診断のための生検と拡大切除までの時間に影響

をうけるという証拠は得られなかった。 
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